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２０１７全日本大学女子選抜駅伝競走（富士山女子駅伝）�

出場校・選手決定のお知らせ�

�

�

�

師走の候　報道関係者の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。�

日頃は、陸上競技報道に格別のご高配を賜り心より厚くお礼申し上げます。�

この度は静岡県富士市、富士宮市で１２月３０日（土）に開催となります「２０１７全日本大学女子選抜駅伝競走」

の出場校・選手が決定しましたのでお知らせ致します。�

出場校は、１０月に仙台市で行われました「第３５回全日本大学女子駅伝対校選手権大会」より出場を希望する

上位１２大学、５０００ｍ７名のチーム記録上位６大学（杜の都駅伝上位１２大学を除く）、地区学連選抜チームに

よる東西２チーム、また、本年は静岡県と中国浙江省友好提携３５周年を記念し、浙江省の学生ランナー３名を

招待し、うち２名が静岡県学生選抜のメンバーに入り「静岡県浙江省学生選抜」チーム（オープン参加）として襷

を繋ぎます。�

 �

つきましては、別紙にて資料を添付致しますので事前告知のご協力の程、宜しくお願い申し上げます。�

①出場チーム一覧 出場選手一覧　・・・�
②浙江省招待選手　・・・・・・・・・・・・・・・�
③大会の見どころ　・・・・・・・・・・・・・・・・�
④コースの見どころ　・・・・・・・・・・・・・・・�
⑤番組の見どころ　・・・・・・・・・・・・・・・・�
⑥取材要領／取材申込書　・・・・・・・・・�

P.2〜8�
P.9�
P.10�
P.11、12�
P.13、14�
P.15〜21�



２０１７富士山女子駅伝　出場チーム一覧�①	

2	

bcW & J; lpn� 
B

Y .6 ����

Z N. �.*���

[ NF @�R��

\ NdF �O�P��

] NF NF��

^ N. .�I1��

_ Nd. +-�C��

` Nd. �F��

a N. .4��

YX NF �L91��

YY �$ ?"��

YZ ��� /!��

Y[ N. 7#��

Y\ NF 	)��

Y] N. :T��

Y^ NF �ODE��

Y_ NF NF��H��

Y` .� .�?>��

Ya q .+-K(

ZX q F+-K(

ZY q Q"=53<�8K( kpmo�

AU[]��+-����S�
�0K'2��

��j%,ei��YZ��

]VXXXsr�glpnGM
fhi^��

���JK(lpnfhi
Zlpn



２０１７富士山女子駅伝　出場選手一覧 １/６�①	

3	

１．名城大学 ２．大東文化大学
ｱｶｻｶ ﾖﾓｷﾞ 5000 m 15 分 57 秒 40 ﾔﾊｷﾞ ｼﾎ 5000 m 15 分 44 秒 85
赤坂 よもぎ 谷萩 史歩
ﾂｶﾅｶ ｱﾔﾐ 3000 m 9 分 32 秒 68 ﾓﾄﾋﾛ ﾕﾐ 5000 m 16 分 13 秒 57
塚中 彩海 元廣 由美
ｱｵｷ ﾉﾄﾞｶ 5000 m 15 分 56 秒 95 ｻｲﾄｳ ｱｷ 5000 m 15 分 42 秒 61
青木 和 齋藤 暁
ﾀﾏｷ ｶﾝﾅ 5000 m 15 分 48 秒 85 ﾏﾂｶﾜ ﾘｮｳｺ 5000 m 15 分 54 秒 16
玉城 かんな 松川 涼子
ﾏﾂｳﾗ ｶﾅ 5000 m 16 分 17 秒 56 ｵｸﾞﾁ ﾕｷﾈ 5000 m 16 分 13 秒 74
松浦 佳南 小口 雪音
ｼｵｻﾞｷ ｱｵｲ 3000 m 9 分 25 秒 28 ｲﾄｳ ﾉｱ 5000 m 16 分 32 秒 68
塩崎 葵 伊藤 望
ｽｽﾞｷ ﾐｽﾞｷ 3000 m 9 分 23 秒 89 ｾｷﾔ ﾅﾂｷ 5000 m 15 分 33 秒 95
鈴木 瑞季 関谷 夏希
ﾄｸﾅｶﾞ ｷｮｳｺ 5000 m 16 分 04 秒 14 ﾔﾏｸﾞﾁ ｶｽﾐ 5000 m 16 分 16 秒 16
德永 香子 山口 可純
ﾑｶｲ ﾁｶ 3000 m 9 分 22 秒 78 ｷﾀﾜｷ ﾘｮｳｺ 5000 m 16 分 06 秒 31
向井 智香 北脇 亮子
ｶｾﾀﾞ ﾘｶ 5000 m 15 分 35 秒 31 ﾏﾂﾑﾗ ﾕｳｶ 5000 m 16 分 18 秒 84
加世田 梨花 松村 悠香
ｶﾄｳ ｱﾔｶ 3000 m 9 分 42 秒 89 ｱｷﾔﾏ ﾕｳｷ 5000 m 16 分 17 秒 99
加藤 綾華 秋山 祐妃
ｺﾓﾘ ｾﾅ 5000 m 16 分 23 秒 46 ﾊﾞﾝﾅｲ ﾐﾂﾞｷ 3000 m 9 分 29 秒 31
小森 星七 坂内 美月

３．立命館大学 ４．大阪学院大学
ｵｵﾀ ｺﾄﾅ 5000 m 15 分 33 秒 74 ｶﾄｳ ﾐﾁﾙ 5000 m 16 分 24 秒 94
太田 琴菜 10000 m 33 分 12 秒 15 加藤 みちる 10000 m 35 分 49 秒 27
ﾜﾀﾞ ﾕｶﾘ 5000 m 16 分 00 秒 34 ｼﾐｽﾞ ﾏﾎ 5000 m 16 分 00 秒 11
和田 優香里 10000 m 32 分 47 秒 74 清水 真帆 10000 m 32 分 49 秒 18
ｶｶﾞﾔﾏ ｴﾅ 5000 m 15 分 51 秒 53 ﾊﾔｼ ﾜｶﾅ 5000 m 16 分 11 秒 47
加賀山 恵奈 10000 m 33 分 49 秒 35 林 和佳奈 10000 m 33 分 48 秒 39
ｶｶﾞﾔﾏ ﾐｻﾄ 5000 m 16 分 05 秒 65 ｶﾈｺ ﾕｲ 5000 m 16 分 59 秒 30
加賀山 実里 10000 m 33 分 37 秒 80 金子 由依 10000 m 34 分 49 秒 24
ｾｷ ｸﾚﾊ 5000 m 15 分 42 秒 36 ｶﾝｼｬ ｱｽｶ 5000 m 17 分 22 秒 03
関 紅葉 10000 m 32 分 40 秒 79 間舎 明日香
ｻﾄｳ ﾅﾙﾊ 3000 m 9 分 14 秒 60 ﾐｽﾞｸﾞﾁ ﾋﾄﾐ 5000 m 15 分 57 秒 73
佐藤 成葉 5000 m 15 分 27 秒 83 水口 瞳 10000 m 32 分 52 秒 83
ﾀﾅｶ ｱﾔﾉ 3000 m 9 分 25 秒 47 ｵｶﾓﾄ ﾅﾅﾖ 5000 m 16 分 06 秒 10
田中 綾乃 5000 m 16 分 13 秒 46 岡本 奈々依 10000 m 33 分 28 秒 59
ﾏﾅﾍﾞ ｱｷ 3000 m 9 分 16 秒 64 ﾀｶﾀﾆ ｱｲﾅ 5000 m 16 分 09 秒 97
真部 亜樹 5000 m 16 分 05 秒 25 髙谷 愛奈 10000 m 34 分 03 秒 97
ﾐｳﾗ ﾕﾐｶ 3000 m 9 分 18 秒 39 ﾀﾆｶﾞﾜ ﾏﾅﾐ 5000 m 16 分 35 秒 13
三浦 佑美香 5000 m 15 分 55 秒 47 谷川 愛美 10000 m 34 分 30 秒 27
ﾜｷｻﾞｶ ｼﾉ 3000 m 9 分 22 秒 46 ﾀｹｳﾁ ﾕｳｶ 5000 m 16 分 47 秒 75
脇坂 詩乃 5000 m 16 分 20 秒 80 竹内 優花
ﾅｶﾀ ﾐﾕｳ 3000 m 9 分 33 秒 42 ﾄﾀﾞ ｱｶﾈ 5000 m 16 分 27 秒 42
中田 美優 5000 m 16 分 49 秒 04 戸田 朱音
ﾏﾂﾓﾄ ﾐｻｷ 3000 m 9 分 44 秒 51 ﾊｼﾓﾄ ﾊﾙｶ 5000 m 17 分 1 秒 23
松本 美咲 5000 m 16 分 38 秒 66 橋本 晴圭

1 年

1 年

1 年

2 年

2 年

1 年

【監督】弘 潤一  【主将】水口 瞳

4 年

4 年

4 年

3 年

3 年

3 年

2

【監督】浅井 明輝  【主将】加賀山 実里

4 年

2 年

2 年

2 年

1 年

4 年

3 年

3 年

3 年

2 年

1 年

3 年

3 年

3 年

2 年 年

【監督】外園 隆  【主将】谷萩 史歩

4 年

3 年

年

年

年

年

1 年

【監督】米田 勝朗  【主将】赤坂 よもぎ

年

2 年

2 年

2 年

年

2

3 年

年

3

1

2

2

2

1

1

4 年

4 年

3 年

年

3 年

2 年
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５．関西大学 ６．東京農業大学
ﾅｶﾞｻﾄ ﾋｶﾙ 1500 m 4 分 33 秒 33 ﾐﾅｶﾜ ｻｷ 3000 m 9 分 42 秒 29
永里 光 5000 m 16 分 46 秒 24 皆川　 早紀 5000 m 16 分 55 秒 83
ﾓﾘ ﾘｮｳｺ 3000 m 9 分 36 秒 64 ｶﾀﾉ ﾊﾙｶ 3000 m 9 分 37 秒 53
森 亮子 5000 m 16 分 28 秒 33 片野 春香 5000 m 16 分 58 秒 64
ｷﾀﾀﾞ ﾄﾓﾐ 3000 m 9 分 39 秒 80 ｻﾄｳ ﾕｳｷ 5000 m 15 分 59 秒 93
北田 朋巳 5000 m 16 分 36 秒 09 佐藤 有希 10000 m 33 分 12 秒 89
ﾀｶﾉ ｽｽﾞｶ 5000 m 16 分 08 秒 59 ｼﾐｽﾞ ﾓｴﾉ 5000 m 15 分 55 秒 91
髙野 涼夏 10000 m 33 分 59 秒 99 清水 萌衣乃 10000 m 32 分 59 秒 91
ﾂﾀﾞ ﾅﾂﾐ 5000 m 16 分 34 秒 13 ﾊﾗﾀﾞ ｻｴ 1500 m 4 分 28 秒 67
津田 夏実 10000 m 34 分 01 秒 25 原田 紗枝 5000 m 16 分 15 秒 91
ﾅｶﾞﾐﾔ ｵﾄ 5000 m 16 分 42 秒 76 ｵｶﾞﾜ ﾅﾅ 5000 m 16 分 22 秒 33
永宮 生都 10000 m 35 分 35 秒 14 小川 奈々 10000 m 36 分 20 秒 64
ﾓﾘ ｻﾔｶ 5000 m 15 分 57 秒 71 ﾀﾃ ｱｻﾋ 3000 m 9 分 32 秒 07
森 紗也佳 10000 m 32 分 50 秒 40 舘 あさひ 5000 m 16 分 49 秒 63
ｲﾏｶﾞﾜ ﾏｲ 3000 m 9 分 59 秒 62 ﾂﾁﾀﾞ ｶﾅ 1500 m 4 分 23 秒 19
今川 舞 5000 m 17 分 17 秒 02 土田　 佳奈 5000 m 16 分 42 秒 20
ｷﾉｼﾀ ｱﾔﾈ 3000 m 9 分 31 秒 47 ﾎｻｶ ﾉｺｶ 1500 m 4 分 24 秒 75
木下 文音 5000 m 16 分 13 秒 46 保坂 野恋花 5000 m 16 分 12 秒 95
ｻﾜｲ ｲｽﾞﾐ 3000 m 9 分 38 秒 52 ﾑﾈﾋｻ ﾕｷ 5000 m 15 分 49 秒 37
澤井 いずみ 5000 m 16 分 19 秒 99 棟久 由貴 10000 m 31 分 58 秒 46
ﾀﾊﾞﾀ ｱﾓ 5000 m 16 分 12 秒 42 ﾋﾗｶﾞ ｶﾅﾐ 1500 m 4 分 23 秒 24
田畑 朱萌 10000 m 33 分 34 秒 17 平賀 奏美 5000 m 16 分 44 秒 43
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾓﾓｺ 5000 m 16 分 19 秒 06 ﾓﾁﾏﾙ ﾐｻｺ 3000 m 9 分 39 秒 81
渡邉 桃子 10000 m 34 分 30 秒 09 持丸 美佐子 5000 m 17 分 10 秒 86

７．日本体育大学 ８．城西大学
ｶﾗｻﾜ ﾕﾘ 5000 m 15 分 47 秒 95 ﾌｸｲ ｻｷ 5000 m 15 分 58 秒 00
唐沢 ゆり 10000 m 32 分 40 秒 57 福居 紗希 10000 m 32 分 38 秒 29
ﾀﾅｶ ﾏﾘｱ 5000 m 16 分 19 秒 95 ｳｴﾀﾞ ﾐﾅ 1500 m 4 分 17 秒 08
田中 真愛 10000 m 35 分 16 秒 47 上田 未奈 5000 m 15 分 36 秒 27
ﾎｿﾀﾞ ｱｲ 5000 m 15 分 52 秒 52 ﾎｼﾉ ｱｽｶ 5000 m 16 分 35 秒 66
細田 あい 10000 m 32 分 26 秒 99 星野 あす香
ｶﾜｶﾐ ｱﾔｶ 3000 m 9 分 42 秒 73 ｱｲﾊﾗ ﾓｺ 5000 m 16 分 40 秒 26
川上 綾香 5000 m 17 分 00 秒 01 相原 もこ 分 秒
ｷﾇﾉ ｻﾂｷ 3000 m 9 分 40 秒 39 ｵｵﾔ ﾐﾕｳ 5000 m 17 分 50 秒 64
絹野 紗月 5000 m 16 分 19 秒 29 大屋 美優
ｽｽﾞｷ ｻﾁﾎ 5000 m 16 分 13 秒 49 ｵｶﾞｻﾜﾗ ﾊﾙｷ 1500 m 4 分 37 秒 43
鈴木 彩智歩 10000 m 33 分 28 秒 11 小笠原 晴季 5000 m 16 分 12 秒 06
ﾋﾗﾉ ｱﾔﾐ 5000 m 16 分 31 秒 01 ｺﾝ ｻﾂｷ 1500 m 4 分 34 秒 07
平野 文珠 10000 m 34 分 43 秒 45 今 さつき 3000 m 9 分 54 秒 70
ｸﾄﾞｳ ｷｮｳｶ 3000 m 9 分 09 秒 64 ｻｺｳ ﾅﾅｺ 5000 m 16 分 26 秒 63
工藤 杏華 5000 m 16 分 20 秒 46 佐光 菜々子
ﾂﾙﾀﾞ ﾋﾛｺ 3000 m 9 分 46 秒 96 ﾄﾞｲ ﾚｵﾅ 3000 mSC 11 分 23 秒 74
鶴田 紘子 5000 m 16 分 50 秒 26 土井 怜央奈
ﾊｼﾓﾄ ｱｽﾞﾐ 1500 m 4 分 42 秒 15 ﾐﾂｷﾞ ﾓﾓｶ 5000 m 16 分 06 秒 45
橋本 有純 3000 m 9 分 45 秒 19 三ツ木 桃香 10000 m 34 分 10 秒 56
ﾊﾅﾉ ﾓﾓｺ 3000 m 9 分 43 秒 73 ｵｶﾑﾗ ﾐﾎ 1500 m 4 分 30 秒 82
花野 桃子 5000 m 16 分 34 秒 81 岡村 未步
ﾑﾗｶﾐ ｱｲｶ 3000 m 9 分 35 秒 46 ｶｺﾞﾔ ﾕｳｷ 5000 m 17 分 07 秒 39
村上 愛華 5000 m 16 分 46 秒 15 篭谷 有希

1 年 1 年

1 年 2 年

1 年 1 年

1 年 2 年

1 年 2 年

2 年 2 年

2 年 2 年

3 年 2 年

2 年 2 年

4 年 3 年

4 年 3 年

【監督】鈴木 尚人  【主将】福居 紗希

4 年 4 年

1 年 1 年

【監督】佐藤 洋平  【主将】田中 真愛

1 年 2 年

1 年 1 年

1 年 2 年

1 年 2 年

2 年 2 年

2 年 2 年

3 年 3 年

2 年 3 年

4 年 3 年

3 年 3 年

【監督】武田 夏実  【主将】永里 光 【監督】長田 千治  【主将】清水 萌衣乃

4 年 4 年
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９．東洋大学 １０．京都産業大学
ｳﾁﾀﾞ ﾈﾈ 5000 m 16 分 14 秒 07 ｼﾐｽﾞ ﾎﾀﾞｶ 5000 m 16 分 25 秒 31
内田 寧々 10000 m 34 分 45 秒 79 清水 穂高 10000 m 34 分 17 秒 37
ｿｶﾞ ｴﾑ 3000 m 9 分 57 秒 26 ﾔﾌﾞﾀ ﾕｲ 3000 mSC 10 分 00 秒 65
曽我 笑夢 5000 m 17 分 22 秒 18 藪田 裕衣 5000 m 16 分 15 秒 64
ﾑﾛﾌｼ ｱｶﾘ 3000 m 9 分 43 秒 25 ﾀﾅｲｹ ﾎﾉｶ 5000 m 15 分 55 秒 80
室伏 杏花里 5000 m 16 分 32 秒 07 棚池 穂乃香 10000 m 32 分 53 秒 91
ﾓﾘﾀ ｱﾕﾐ 3000 m 9 分 47 秒 54 ｶﾜﾄ ﾉｿﾞﾐ 5000 m 16 分 32 秒 55
森田 歩実 5000 m 16 分 43 秒 07 川戸 希望 10000 m 34 分 49 秒 38
ｵｵｸﾗ ﾏﾎ 5000 m 16 分 23 秒 58 ｸﾗｵｶ ｼﾎ 3000 m 09 分 50 秒 76
大倉 真歩 10000 m 34 分 05 秒 82 鞍岡 詩歩 5000 m 17 分 19 秒 77
ｻﾄｳ ﾐｽﾞﾎ 3000 m 9 分 55 秒 32 ﾉﾌﾞｵｶ ﾓﾓｴ 5000 m 16 分 01 秒 55
佐藤 瑞穂 5000 m 17 分 51 秒 15 信岡 桃英 10000 m 33 分 07 秒 70
ｼｵﾔ ｱﾔﾉ 5000 m 17 分 32 秒 26 ﾊｼﾓﾄ ﾅﾂ 3000 m 09 分 21 秒 20
塩谷 彩乃 3000 m 9 分 48 秒 38 橋本 奈津 5000 m 15 分 57 秒 88
ｼﾗｶﾜ ｴﾘﾅ 3000 m 9 分 33 秒 15 ｽｷﾞﾔﾏ ﾜｶﾅ 3000 m 10 分 02 秒 66
白川 恵理菜 5000 m 15 分 56 秒 42 杉山 わかな 5000 m 17 分 22 秒 91
ﾊﾗｺ ﾏﾕﾐ 3000 m 9 分 36 秒 96 ﾏﾂｵ ｱｶﾈ 3000 m 10 分 28 秒 70
原子 真由美 5000 m 17 分 06 秒 20 松尾 明音
ﾔﾏｸﾞﾁ ｲｽﾞﾐ 3000 m 9 分 36 秒 79 ﾓﾝｼﾞ ﾕｳｶ 3000 m 09 分 36 秒 64
山口 いずみ 5000 m 17 分 06 秒 48 文字 優花 5000 m 16 分 44 秒 26
ｵｶﾓﾄ ﾅﾅ 3000 m 9 分 49 秒 26 ﾔﾏﾅｶ ﾊﾅｷ 3000 m 10 分 08 秒 69
岡本 奈々 5000 m 17 分 10 秒 24 山中 花咲 5000 m 17 分 19 秒 86
ﾜﾀﾞ ﾐﾐﾘ 3000 m 9 分 29 秒 84
和田 美々里 5000 m 16 分 17 秒 84

１１．福岡大学 １２．松山大学
ﾀｶｷ ﾕｲｶ 5000 m 16 分 06 秒 04 ｳｴｽｷﾞ ﾏﾄﾞｶ 1500 m 4 分 29 秒 56
髙木 結加 上杉 円香 5000 m 16 分 11 秒 79
ﾂｼﾞ ｴﾐ 5000 m 16 分 51 秒 43 ﾀｶﾐｻﾞﾜ ｱﾝｼﾞｭ 3000 m 9 分 12 秒 42
辻 笑 3000 mSC 10 分 22 秒 41 高見澤 安珠 3000 mSC 9 分 44 秒 22
ｸﾄﾞｳ ﾕｳｶ 5000 m 17 分 15 秒 98 ﾎﾘｴ ｻｷ 1500 m 4 分 31 秒 50
工藤 佑華 堀江 紗希 5000 m 16 分 01 秒 52
ﾓﾘﾀ ｼﾎ 5000 m 16 分 49 秒 39 ｵｶﾞﾀ ﾐｻｷ 5000 m 15 分 39 秒 11
守田 詩歩 緒方 美咲 10000 m 32 分 49 秒 42
ｱｻﾋ ﾏﾅ 5000 m 17 分 41 秒 28 ﾌｼﾞﾜﾗ ｱｶﾈ 5000 m 15 分 56 秒 72
旭 真菜 藤原 あかね 10000 m 33 分 00 秒 14
ｲﾏﾑﾗ ﾅﾅｺ 5000 m 16 分 16 秒 40 ﾌﾙﾔ ｶﾅﾃﾞ 5000 m 15 分 46 秒 09
今村 菜々子 古谷 奏 10000 m 32 分 56 秒 78
ｶﾈｺ ﾐｽﾞｷ 5000 m 18 分 00 秒 21 ﾔｷﾞ ﾊﾙｶ 5000 m 16 分 49 秒 53
金子 瑞貴 八木 遥
ﾏﾂﾐﾔ ｱｶﾈ 5000 m 17 分 54 秒 58 ｵｶﾀﾞ ｶｺ 1500 m 4 分 23 秒 16
松宮 茜 岡田 佳子 5000 m 16 分 22 秒 77
ﾐﾂﾈ ﾕﾘ 5000m m 16 分 23 秒 14 ｺﾑﾛ ﾋｶﾘ 3000 m 9 分 32 秒 67
光恒 悠里 小室 日香莉 m
ｲﾃﾞ ｱﾔﾉ 5000 m 16 分 18 秒 14 ﾀｶﾐｻﾜ ﾘﾎ 1500 m 4 分 22 秒 21
井手 彩乃 高見沢 里歩 5000 m 15 分 46 秒 12
ｲﾂﾞﾂ ﾕｳｷ 5000 m 17 分 31 秒 7 ﾄｸﾅｶﾞ ﾏｻｷ 1500 m 4 分 33 秒 48
井筒 結希 徳永 真紗希 5000 m 16 分 52 秒 79
ﾉｸﾞﾁ ﾊﾙｶ 5000 m 17 分 47 秒 82 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾙﾅ 1500 m 4 分 24 秒 78
野口 明華 藤原 瑠奈 5000 m 16 分 04 秒 58

1 年 1 年

1 年 2 年

1 年 1 年

2 年 2 3

2 年 2 年

2 年 3 年

2 年 3 年

3 年 3 年

2 年 3 年

4 年 4 年

3 年 4 年

【監督】大西 崇仁  【主将】藤原 あかね

4 年 4 年

1 年

【監督】梶原 龍士  【主将】守田 詩歩

2 年 1 年

1 年 1 年

2 年 1 年

2 年 1 年

2 年 2 年

2 年 2 年

3 年 2 年

2 年 2 年

3 年 4 年

3 年 3 年

【監督】稲原 敏弘  【主将】棚池 穂乃香

4 年 4 年

【監督】永井 聡  【主将】内田 寧々
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１３．玉川大学 １４．佛教大学
ﾅｶﾊﾀ ﾄﾓｶ 5000 m 16 分 28 秒 62 ｵﾁｱｲ ｻｷ 3000 m 9 分 30 秒 65
中畑 友花 落合 沙紀 5000 m 16 分 33 秒 59
ｲﾜｻｷ ﾏﾅﾐ 5000 m 16 分 23 秒 22 ｶﾂｷ ｼﾞｭﾝｺ 3000 m 9 分 34 秒 06
岩崎 愛未 勝木 順子 5000 m 16 分 15 秒 96
ﾅｶﾊﾞﾔｼ ｴﾐ 5000 m 16 分 32 秒 38 ﾂﾎﾞｸﾗ ｺﾄﾐ 5000 m 16 分 20 秒 13
中林 咲 坪倉 琴美 10000 m 33 分 26 秒 32
ﾓﾘｼﾏ ｼﾎ 5000 m 16 分 39 秒 27 ｶｼﾏ ｼｵﾅ 5000 m 16 分 20 秒 42
森島 司惠 鹿嶋 栞名 10000 m 34 分 55 秒 64
ｵｵｲｼ ｶｴﾃﾞ 5000 m 16 分 21 秒 95 ｶﾅﾓﾘ ﾕｶ 5000 m 16 分 31 秒 74
大石 楓 金森 有香 10000 m 34 分 39 秒 18
ｳｴｽｷﾞ ｱｲ 5000 m 16 分 54 秒 36 ｶﾜﾑﾗ ｶｴﾃﾞ 3000 m 9 分 41 秒 36
上杉 愛 川村 楓 5000 m 16 分 26 秒 44
ﾆﾍｲ ﾒﾊﾞｴ 5000 m 16 分 57 秒 35 ｺﾚｻﾜ ﾏﾘﾉ 5000 m 17 分 25 秒 62
仁平 芽生 是澤 磨莉乃 3000 mSC 10 分 35 秒 58
ﾊﾔﾏ ｱﾔﾈ 5000 m 16 分 20 秒 78 ｵｷﾑﾗ ﾐｶ 5000 m 16 分 36 秒 09
端山 絢音 沖村 美夏 3000 mSC 10 分 23 秒 87
ｵｸﾞﾐ ｱﾔｶ 5000 m 16 分 24 秒 68 ｺｴﾀﾞ ﾐﾓﾘ 3000 m 9 分 42 秒 41
小汲 紋加 小枝 未森 5000 m 16 分 21 秒 58
ｽｽﾞｷ ﾏﾐ 5000 m 16 分 36 秒 96 ﾔﾏｻﾞｷ ﾕﾒﾉ 3000 m 9 分 40 秒 94
鈴木 真実 山﨑 夢乃 5000 m 16 分 33 秒 12
ﾈﾓﾄ ﾐｻｷ 5000 m 17 分 14 秒 64 ﾔﾏｼﾀ ﾓﾓｶ 3000 m 9 分 45 秒 62
根本 実咲 山下 桃花 5000 m 17 分 02 秒 72
ﾖｼﾉ ｼﾞｭﾘ 3000 m 9 分 58 秒 69 ﾖｼﾀﾞ ｶﾅ 3000 m 9 分 46 秒 34
吉野 珠梨 吉田 夏菜 5000 m 16 分 40 秒 72

１５．白鷗大学 １６．大阪芸術大学
ｺﾀﾆ ﾓｴｺ 5000 m 16 分 32 秒 97 ｵｵﾂ ｶﾉｺ 5000 m 16 分 39 秒 25
小谷 萌子 大津 花野子
ｻｶﾀ ﾙﾐ 5000 m 17 分 28 秒 65 ｼﾗｲｼ ﾘﾘ 5000 m 16 分 48 秒 48
坂田 瑠美 白石 莉理
ﾅｶﾞｲ ｶﾅ 5000 m 16 分 29 秒 62 ﾔﾏｼﾀ ﾌﾐｶ 5000 m 17 分 11 秒 60
永井 加奈 山下 文佳
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｴﾘｶ 5000 m 16 分 20 秒 36 ﾔﾏﾓﾄ ｱｽｶ 5000 m 16 分 07 秒 49
渡邉 恵利佳 山本 明日香
ｶﾝﾉ ｽｽﾞﾅ 5000 m 17 分 05 秒 31 ｻﾜﾔﾏ ｶﾖ 5000 m 16 分 32 秒 20
菅野 鈴菜 澤山 佳世
ｻｶﾓﾄ ﾁﾎ 5000 m 16 分 39 秒 60 ﾅｶﾞｲ ﾁｻﾄ 5000 m 16 分 32 秒 26
坂本 ちほ 永井 智里
ﾌｼﾞﾀ ｱｲｺ 5000 m 17 分 00 秒 77 ﾅｶﾞﾔﾏ ﾕﾒ 5000 m 17 分 22 秒 73
藤田 愛子 長山 夢芽
ﾏﾊﾞｼ ｱﾂﾞﾐ 5000 m 16 分 33 秒 57 ｵｼﾛ ﾏﾅ 5000 m 17 分 19 秒 32
馬橋 あづみ 尾白 真奈
ﾀｸﾎﾞ ﾅﾐ 5000 m 16 分 35 秒 22 ﾅｶﾞﾊﾏ ﾕﾐｶ 5000 m 16 分 09 秒 01
田久保 奈見 長濱 夕海香
ｸﾛｻﾜ ﾐﾉﾘ 5000 m 16 分 04 秒 43 ｼﾑﾗ ﾉﾉｶ 5000 m 16 分 34 秒 25
黒澤 実紀 志村 野々花
ｼｼﾄﾞ ﾘｶ 5000 m 16 分 56 秒 03 ｵｸﾑﾗ ｽﾐｶ 5000 m 16 分 42 秒 86
宍戸 梨夏 奧村 純夏
ﾀｶﾊｼ ﾐﾕ 5000 m 17 分 23 秒 23 ｶﾀｵｶ ﾋﾃﾞﾐ 5000 m 16 分 50 秒 63
高橋 美優 片岡 秀美

1 年 1 年

1 年 1 年

1 年 1 年

3 年 2 年

2 年 1 年

3 年 2 年

3 年 2 年

4 年 2 年

3 年 2 年

4 年 4 年

4 年 4 年

【監督】中瀬 洋一 【主将】友江 里圭子

4 年 4 年

1 年 1 年

【監督】竹島 克己  【主将】小谷 萌子

1 年 1 年

1 年 1 年

1 年 2 年

1 年 1 年

2 年 2 年

2 年 2 年

3 年 3 年

2 年 3 年

4 年 4 年

3 年 4 年

【監督】北野 剛教  【主将】勝木 順子

3 年 4 年

【監督】山下 誠  【主将】中畑 友花
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１７．関西外国語大学 １８．東北福祉大学
ｺｼﾐｽﾞ ｶﾅﾐ 5000 m 16 分 55 秒 06 ｽｽﾞｷ ﾐｻｷ 10000 m 34 分 23 秒 44
越水 香菜美 10000 m 34 分 46 秒 50 鈴木 美咲
ﾀｹﾔﾏ ｶｴﾅ 3000 m 9 分 33 秒 28 ｸﾄﾞｳ ﾚｲﾗ 5000 m 16 分 18 秒 96
竹山 楓菜 5000 m 16 分 20 秒 27 工藤 レイラ
ﾐｽﾞﾓﾄ ﾐﾉﾘ 3000 m 10 分 01 秒 54 ｵｾﾞｷ ﾏｲ 5000 m 16 分 34 秒 75
水元 みのり 5000 m 17 分 08 秒 45 尾関 真衣
ﾀｶﾔﾏ ｲｸﾐ 5000 m 16 分 40 秒 33 ｽｽﾞｷ ﾅﾅ 5000 m 16 分 40 秒 53
髙山 育実 10000 m 36 分 08 秒 16 鈴木 菜々
ﾀｹﾀﾞ ﾓﾓｶ 3000 m 9 分 47 秒 54 ﾌﾙｶﾜ ｴﾘ 5000 m 16 分 31 秒 51
武田 桃佳 5000 m 17 分 19 秒 18 古川 恵里
ﾀﾅｶ ｱｲﾘ 5000 m 16 分 13 秒 23 ｽﾄﾞｳ ﾋｶﾙ 5000 m 16 分 13 秒 40
田中 愛里 10000 m 34 分 31 秒 65 須藤 ひかる
ﾅｶｼﾏ ミナミ 5000 m 16 分 32 秒 80 ｲｶﾞﾗｼ ﾉﾘｺ 5000 m 17 分 04 秒 33
中島 みなみ 10000 m 35 分 05 秒 37 五十嵐 徳子
ﾌｼﾞﾜﾗ ｷﾗﾘ 5000 m 16 分 51 秒 41 ｻｶｷﾊﾞﾗ ﾊﾙｶ 5000 m 17 分 39 秒 91
冨士原 きらり 10000 m 36 分 22 秒 41 榊原 遥
ｲﾄｳ ｻｷ 3000 m 9 分 39 秒 24 ｽｽﾞｷ ﾅﾐ 5000 m 17 分 16 秒 97
伊藤 早紀 5000 m 17 分 18 秒 46 鈴木 菜未
ｲｲﾀﾞ ﾕﾂﾞｷ 3000 m 9 分 57 秒 30 ｳｼｻﾞﾜ ﾕｳｱ 5000 m 17 分 56 秒 61
飯田 優月 5000 m 17 分 26 秒 78 牛澤 優杏
ｵｵﾀ ﾘﾅ 3000 m 9 分 58 秒 03 ﾐｳﾗ ｶﾅ 5000 m 17 分 48 秒 47
太田 梨菜 5000 m 17 分 23 秒 41 三浦 佳奈
ﾆｼﾏﾂ ﾐｷ 5000 m 16 分 23 秒 30
西松 美樹 10000 m 35 分 05 秒 11

1 年

1 年 1 年

1 年 1 年

3 年 2 年

2 年 2 年

3 年 1 年

3 年 1 年

3 年 3 年

3 年 2 年

4 年 4 年

4 年 3 年

【監督】冠木 雅守  【主将】鈴木 美咲

4 年 4 年

【監督】山本 泰明  【主将】田中 愛里
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１９．東日本選抜 ２０．西日本選抜
ﾔｽｶﾞﾋﾗ ﾓｴｺ 5000 m 18 分 15 秒 52 北海道教育大学 ｺﾀﾞﾏ ﾒｲ 5000 m 16 分 46 秒 39 東亜大学
安ケ平 萌子 北海道 小玉 芽衣 中国四国
ﾌｼﾞﾑﾗ ｻﾂｷ 5000 m 18 分 22 秒 13 札幌学院大学 ｲﾃﾞｵ ﾏﾘﾝ 5000 m 17 分 17 秒 70 東亜大学
藤村 咲月 北海道 井手尾 茉鈴 中国四国
ﾌﾅﾔﾏ ｱｲﾘ 5000 m 17 分 52 秒 96 山形大学 ｱｻｶﾜ ｴﾘﾅ 5000 m 17 分 20 秒 51 東亜大学
舟山 愛理 東北 淺川 瑛梨奈 中国四国
ﾐﾔﾏ ｼﾎ 5000 m 17 分 45 秒 67 東北大学 ｽｷﾞｳﾗ ﾎﾉｶ 5000 m 16 分 12 秒 98 中京大学
宮間 志帆 東北 杉浦 穂乃加 東海
ｵｵｾｷ ｹｲ 5000 m 18 分 22 秒 92 福島大学 ﾄﾐﾏﾂ ﾕﾉ 5000 m 16 分 25 秒 03 中京大学
大関 佳 東北 冨松 侑乃 東海
ｲｽﾞﾐﾀﾞ ﾏｷ 5000 m 15 分 35 秒 56 立教大学 ｶﾐﾔ ﾓﾓ 5000 m 16 分 56 秒 99 愛知教育大学
出水田 眞紀 関東 神谷 もも 東海
ｻﾉ ｴﾘｶ 5000 m 16 分 2 秒 03 拓殖大学 ﾌｼﾞﾑﾗ ｱｷﾅ 5000 m 16 分 21 秒 46 京都光華女子大学
佐野 英里佳 関東 藤村 晶菜 関西
ｻｻｶﾞﾜ ﾊﾅ 5000 m 16 分 31 秒 98 拓殖大学 ﾌｼﾞﾑﾗ ﾊﾙﾅ 5000 m 16 分 25 秒 36 京都光華女子大学
笹川 葉名 関東 藤村 晴菜 関西
ｵｸﾑﾗ ｻﾎ 5000 m 16 分 42 秒 42 東海大学 ﾀﾞｲﾄｳ ﾕｳﾅ 5000 m 16 分 39 秒 41 兵庫大学
奥村 紗帆 関東 大東 優奈 関西
ｳｴﾀﾞ ﾕｷﾅ 5000 m 16 分 11 秒 59 筑波大学 ﾊﾔｶﾜ ｶﾅｺ 5000 m 16 分 26 秒 71 鹿屋体育大学
上田 雪菜 関東 早川　 可奈子 九州
ｵｺﾞｳ ｻｷ 5000 m 16 分 52 秒 10 新潟医療福祉大学 ｼﾞｸﾔ ﾅﾅﾐ 5000 m 16 分 32 秒 65 活水女子大学
小合 沙季 北信越 軸屋 七海 九州
ｱｷﾔﾏ ｹｲ 5000 m 17 分 35 秒 19 新潟医療福祉大学 ﾖｼﾀﾞ ﾚｲﾗ 5000 m 16 分 37 秒 10 活水女子大学
秋山 景 北信越 吉田 麗羅 九州

２１．静岡県学生選抜
モリノ カホ 3000 m 9 分 40 秒 21 長崎県立大学
森野 夏歩 5000 m 16 分 37 秒 06 九州
フルセ ナギサ 3000 ｍ 9 分 28 秒 61 大阪学院大学
古瀨 凪沙 5000 m 16 分 13 秒 10 関西
ﾅｸﾞﾗ ﾊﾅｺ 3000 m 9 分 35 秒 98 名城大学
名倉 華子 5000 m 16 分 23 秒 88 東海
ｵｵﾀｹ ナツキ 3000 m 9 分 56 秒 06 玉川大学
大嶽 菜月 5000 m 17 分 0 秒 22 関東
シオカワ ユイ 3000 m 9 分 37 秒 17 東京農業大学
塩川 結 5000 m 16 分 17 秒 70 関東
ｶﾈｺ ﾕｲ 3000 m 9 分 55 秒 81 大阪学院大学
金子 由依 5000 m 16 分 59 秒 30 関西
サカグチ マコ 3000 m 9 分 25 秒 41 慶応義塾大学
坂口 真子 5000 m 15 分 58 秒 28 関東

ナカバヤシ エミ 5000 m 16 分 32 秒 38 玉川大学
中林 咲 10000 m 35 分 40 秒 67 関東
ﾏｺﾞﾒ チホ 3000 m 10 分 23 秒 03 静岡県立大学
馬込 千帆 5000 m 18 分 21 秒 99 東海
クロカワ モモカ 3000 m 9 分 45 秒 49 名城大学
黒川 ももか 5000 m 17 分 21 秒 27 東海
ｳｴｽｷﾞ ｱｲ 3000 ｍ 9 分 56 秒 12 玉川大学
上杉 愛 5000 m 16 分 54 秒 36 関東
ﾆｼﾑﾗ ｻｵﾘ 3000 m 10 分 1 秒 84 日本大学
西村 早織 5000 ｍ 17 分 16 秒 95 関東
ｻﾜｲﾘ ｺｺﾛ 3000 m 9 分 32 秒 24 日本大学
澤入 想 5000 m 16 分 43 秒 95 関東
ツチヤ キホ 3000 m 10 分 20 秒 28 静岡大学
土屋 希穂 5000 m 18 分 7 秒 31 東海
ﾃｲ ｼｮｳｾﾝ 1500 m 4 分 10 秒 32 浙江大学
鄭 小倩
ｼ ﾗｾｲ 1500 m 4 分 32 秒 寧波大学
施 羅西
ﾊﾝ ｺｳ 1500 m 4 分 22 秒 浙江大学
藩 紅

W=所属大学とのダブルエントリー

3 年

3 年

W

4 年

2 年

W2 年

4 年

3 年

W

3 年

2 年

4 年

3 年

2 年

2 年

4 年

4 年

4 年

4 年

1 年 2 年

2 年 2 年

3 年 2 年

1 年3 年

4 年 2 年

1 年 1 年

1 年 1 年

3 年 4 年

M2 年 2 年

3 年 4 年

【監督】川本 和久 【主将】宮間 志帆　 【監督】山口 衛里 【主将】 浅川 瑛梨奈  

3 年 1 年

1 年 2 年

【監督】野津 一浩 【主将】森野 夏歩

※学年欄のMは大学院修士課程（Master）の略です	



静岡県と中国浙江省友好提携３５周年を記念し、浙江省の学生ランナー３名を招待。�
うち２名が静岡県学生選抜のメンバーに入り「静岡県浙江省学生選抜」チームとして襷を繋ぎます。�
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オープン参加で静岡県浙江省学生選抜が出場します。�
静岡県内出身長距離女子選手の育成と全国規模の大会に出場することで経験を積むことを目的
に、静岡陸上競技協会が静岡県の中学・高校を卒業した選手、静岡の大学に在学する選手から選
抜されます。�
加えて本年は静岡県と友好提携の浙江省選手と共にチームを組み更に刺激を受けることが期待さ
れます。�

施　羅西（4年）	
シ ラセイ	

SHI　LUOXI	

［1,500ｍ　4分32秒］	
寧波大学	

所属：浙江体育職業技術学院	

潘　　紅（3年）	
ハン コウ	

PAN　HONG	

［1,500ｍ　4分22秒］	
浙江大学	

所属：浙江体育職業技術学院	

鄭　小倩（4年）	
テイ ショウセン	

ZHENG XIAOQIAN	

［1,500ｍ　4分10秒32］	
浙江大学	

所属：浙江体育職業技術学院	

《 浙江省 招待選手 》�



一年の締めくくりに日本一をかけて。�

大学女子駅伝界は、 脱 一強時代へ。�

２０１７富士山女子駅伝�
【大会の見どころ】�

③	

富士山女子駅伝（２０１７全日本大学女子選抜駅伝競走）は、１０月２９日に仙台で開催された全日
本大学女子駅伝対校選手権の中から出場を望む上位１２校と、５０００mチームタイムの上位大学６
校の単独大学、東・西学生陸上競技連盟の選抜２チームに加え、静岡県浙江省学生選抜がオー
プン参加。�
今年も、全２１チームが日本一を競います。�
�
１２月３０日開催ということで、名実ともに、1年を締め括り大学女子日本一を競う大会です。�
チームは１１月、１２月と厳しいトレーニングを重ね、大学４年生にとっては最後の大会でもある�
「富士山女子駅伝」に、最高のコンディションで挑みます。�
�
　近年、大学女子長距離界をリードしてきたのは、富士山女子駅伝　４連覇中の立命館大学です
が、１０月２９日に行われた「全日本大学女子駅伝対校選手権大会（杜の都駅伝）」において、�
名城大学（愛知県名古屋市）が１２年ぶり優勝を遂げました。�
また、２位に入った大東文化大学、古豪・京都産業大学、高橋尚子さんの母校・大阪学院大学など
大学女子長距離選手の成長は著しく、立命館大学の日本一へのリベンジとともに、激しい戦いが
予想されます。�
�
個人では名城大学１年生エースで杜の都駅伝で優勝の原動力となった加世田梨花をはじめ�
将来の日本女子長距離界を引っ張る逸材が揃っています。�
�
今年も富士山の麓のアップダウンの激しいコース設定で行われ、大学の名誉をかけたタスキリレー
は１８の単独大学と各地区学連からレベルが高い選手で構成される東西学連選抜を加えての�
激しいレースが期待されます。 �
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雄大な富士山を仰ぎ見る、世界屈指の絶景コース。�

かつて東海道五十三次の宿場町だった吉原商店街を駆け抜けるルートへ変更され�

さらに魅力的なコースへと変貌した。�

２０１７富士山女子駅伝�
【コースの見どころ】�

《 コース変更について 》�

�
２０１３年から２０１６年まで４年間実施した「富士山女子駅伝」のコースについて、より興味が湧く、白熱し
たレースにすべく、主催者である日本学生陸上競技連合及び地元富士市から、コース変更の要望が
出されました。�
　実行委員会では、《より充実した大会》、《市民に愛される大会》にすべく、静岡県警察本部に指導・
協力をいただき、コース変更の検討を重ねてまいりました。検討課題は、４点でした。�
�

■富士山麓の大会であり、その地形的な特徴を活かし、世界遺産である「富士山」を多く望めるコース�

■日本一を競う大会であり、終盤まで白熱したレースが展開されるコース�

■他駅伝にはない特徴（厳しいアップダウン）をもち、世界で活躍する選手が育つコース�

■地元市民により愛され、地元市民がより声援を送りやすく選手の力となり得るコース�

�

 �
その結果、第５区につきまして、富士市吉原商店街を通過することとし、今まで以上に多くの観客に声
援を送って頂き、選手に一層の励みとなるコース設定としました。�
全区間総距離は昨年の４３，８kmから４３，４kmと約４００メートル短縮されましたが、スタートからゴール
まで富士山の雄姿が望める静岡県ならではのコースとなっております。 �
�

最長区間は各大学がエースを投入する区間として、これまでの１０．９ｋｍから１０．５ｋｍに変更。�

この５区が真のエース区間となり、田子の浦港からの北進コースでは、富士山が選手を迎えるように�

その雄姿を見守ります。�

�
新コースでは、沿道応援する人も力が入り、生放送でテレビ観戦する人にとっても、富士山の素晴らし
い眺望のもと、白熱したレースが展開されます。�

④	
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《 コースについて 》�

�

【コースの高低差はこれまでと変わらず１７２ｍ（最高標高１７４ｍ・最低標高２ｍ）】�

�

■1区（４．１ｋｍ）は、富士山本宮浅間大社を囲むように１周する距離の短い区間の中で、�

　 ２０ｍの上り・２０ｍの下りがある厳しいコース。スタート直後からレースの興味がそそられます。�

�

■２区（６．８ｋｍ）は、高低差９８ｍの長い下りが第２中継所まで続きます。�

�

■３区（３．３ｋｍ）、４区（４．４ｋｍ）は、短い距離のつなぎのスピード区間ですが、�

　 東海道線の高架橋など小さなアップダウンがあり選手を悩ませます。�

�

■５区（１０．５ｋｍ）は各チームのエース選手が投入が予想されます。�

　 海岸線（しらす街道）、古くからの富士山の景勝地・田子の浦港などを走るほぼ平坦なコースで、�

　 勝負を左右する大きなポイントとなります。 �

�

■６区（６．０ｋｍ）では、田園地帯の長い直線コースが続きます。�

�
■最大の難所区間となるのが最終７区です。たすきを受けた３ｋｍ過ぎから厳しい上りが続き、�
　 その高低差は約４．６ｋｍで１６９ｍ。その中で源太坂（７区・３．８ｋｍ地点）には急激な下り区間も�
 　あり、ペース配分によっては、大きな順位の変動が予想されます。フィニッシュの富士総合運動�
 　公園陸上競技場手前が最高標高の１７４ｍ。女子の全国規模の駅伝では、これまでにない高低�
　 差の厳しいコースとなっています。�

�

　 また、レースに花を添えるのが、雄大な富士山の姿です。�

　 スタートとなる富士山本宮浅間大社、直後の富士宮市内上り区間、富士川河川敷道路、�

　 田子の浦港、富士山のカメラビューポイントとなっている田園地帯、そして、勝負のポイントとなる�

 　７区の厳しい上りの大淵街道では、正面から富士山が選手の走りを見守ります。�

　 フィニッシュとなる富士総合運動公園陸上競技場では、間近に迫る富士山の雄姿が選手のゴー�

　 ルを後押しします。　�

　 １２月３０日午前の過去１０年間での富士山が見られる確率は８０％（富士市役所資料より）です。�

④	
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今年の大会はコースが一部変更されました。�
富士山麓らしい起伏にとんだコースで興味深いレース展開が期待されます。�

　富士宮市・富士市を駆け抜けるコースは７区間・全長４３．４ｋｍ。 �



「男子の箱根、女子は富士山」美しくも過酷なコース�

富士山女子駅伝のコース総距離は４３．４Km。�

全日本大学女子駅伝の３８．０Km　全日本実業団対抗女子駅伝の４２．１９５Kmを上回る�

女子駅伝最長のコースを誇る。�
卒業を控えた4年生にとっては学生生活集大成のラストラン。�

真の大学女子日本一を決める戦いへ！�

２０１７富士山女子駅伝�
【フジテレビ系列　全国生中継のお知らせ】　１/２	

《 中継の見どころ 》�

女子長距離界は戦国時代に突入。�

１０月の「全日本大学女子駅伝」を名城大学が１２年ぶりに制するなど、例年以上に実力が拮抗し、�

 どのチームが勝ってもおかしくない今年の「富士山女子駅伝」。�

	

■まず注目は、５連覇を目指す立命館大学。�
　　チームを富士山4連覇へと導いた いわゆる“黄金世代”が抜けた立命館だが、昨年ケガで走るこ�
　  とができなかった主将の太田琴菜(４年)が日本インカレ10000ｍで4位入賞。出場した大学駅伝4�
　　大会全て区間賞・うち3つが区間新と、駅伝では無類の強さを発揮しているエースの復活は心強�
　　い。そして、昨季5000ｍで学生最速タイムをマークした佐藤成葉(２年)にも注目。今年のトラック�
　　シーズンでは関西インカレ1500ｍ・5000ｍで2位、日本インカレでも5000ｍ3位と安定した強さを�
　　みせ太田と並ぶチームのＷエースへと成長を遂げた。 �
�
■そして女王・立命館大学と並んで“3強”と称されるのが名城大学と松山大学。�
　 昨年大会2位の名城大学は、主力が多く残ったことに加え、新戦力としてＵ２０世界選手権で高校�
　 生ながら5000ｍで8位入賞を果たした加世田梨花(１年)が加入。先の「全日本大学女子駅伝」優勝�
　 の立役者となったゴールデンルーキーの更なる活躍に期待したい。 �
 �

■昨年の全日本大学女子駅伝で立命館の大会6連覇を阻止し、悲願の日本一に輝いた松山大学は、�

　 リオデジャネイロ五輪3000ｍ障害日本代表の高見澤安珠(４年)、ユニバーシアード ハーフマラソン�

　 日本代表の古谷奏(３年)を中心に前年大会3位の雪辱を誓う。  �

�
■昨年の全日本大学女子駅伝4位の京都産業大学は、�
　 今年の関西インカレで立命館大学を抑え、中長距離種目で4冠を達成。�
　 1997年以来20年ぶりの大学駅伝日本一を狙う。�
�
 	
近年、西高東低の傾向が強かった大学女子駅伝だが、今年は大学生のオリンピック・ユニバーシアー
ドの陸上長距離種目に出場した7名中6名の選手を関東の大学から輩出するなど関東勢からも目が
離せない。昨年関東大学女子駅伝を制した大東文化大学からは、関谷夏希(２年)と山口可純(２年)が
ユニバーシアードに出場。関谷は関東インカレで5000ｍ・10000ｍで２冠を達成。関東を代表する選
手へと成長を遂げた。 �
その他にも、ユニバーシアード ハーフマラソン金メダルに輝いた東京農業大学 棟久由貴(２年)、同じ
くハーフマラソンで銅メダルの城西大学 福居紗希(４年)、10000ｍ銅メダルで前年大会7区区間賞の
日本体育大学 細田あい(４年)など注目選手が目白押しだ。 �

⑤	
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《　出演者　》　　　　　　　�

センター解説�
増田 明美�

第1移動車解説�
高橋 尚子�

バイク解説�
金 哲彦�

ゲスト�
鍋島 莉奈�

JP日本郵政グループ女子陸上部�

センター実況�
森 昭一郎�

フジテレビアナウンサー�

第1移動車実況�
竹下　陽平�

フジテレビアナウンサー�

第2移動車実況�
谷岡　慎一�

フジテレビアナウンサー�

インタビュー�
佐野 瑞樹�

フジテレビアナウンサー�

番組タイトル　「　SUZUKI スポーツスペシャル ２０１７富士山女子駅伝　」 
放  送  日  時  　　１２月３０日（土）９:５５～１２:４０全国生中継 

２０１７富士山女子駅伝�
【フジテレビ系列　全国生中継のお知らせ】　２/２	

⑤	

14	

ナビゲートMC�
西山　喜久恵�

フジテレビアナウンサー�



１．取材申請について�

この「取材要領」は、報道関係の皆様が円滑に取材活動が行われることを目的として作成し�
ております。取材については事前申請とさせていただき、申請がない場合は原則的に取材�
することができませんのでご注意ください。�
なお、取材要領を熟読いただき、安全な報道取材について、御理解と御協力をいただきます�
ようお願い申し上げます。�
�
大会前日のプレスインタビュー、開会式、大会当日のスタート、各中継所、フィニッシュでの�
取材を希望される各社様は、別紙の｢取材申込書｣をご記入の上、２０１７年１２月２２日(金)までに�
大会事務局にメール又はＦＡＸにてお申し込みください。�
事務局より申請内容の審査後、内容に不備があった場合には改めてご連絡致します。�

２．大会公式日程�

＜１２月２９日（金）＞�
　�
　１２時００分～１２時３０分　　　出場校受付�
　１３時００分～１３時４５分　　　監督会議�
　１４時００分～１４時３０分　　　プレスインタビュー�
　１５時００分～１５時４０分　　　開会式�

平成２９年１２月１１日　�

２０１７全日本大学女子選抜駅伝競走（富士山女子駅伝）�
報道取材について�

富士市文化会館（ロゼシアター）　４階　第1会議室�
富士市文化会館（ロゼシアター）　３階　レセプションホール�
富士市文化会館（ロゼシアター）　４階　第2会議室�
富士市文化会館（ロゼシアター）　２階　中ホール�

＜１２月３０日（土）＞�
　�
　１０時００分　　　　　　　  レーススタート�
　１３時００分頃　 　　　　　閉会式（表彰式）�
　１６時００分　　　　　　　　大会事務局閉鎖�

富士山本宮浅間大社前�
富士総合運動公園陸上競技場�
富士総合運動公園陸上競技場�

３．報道受付について�

大会前日と当日に報道受付を行います。受付にて、申請された社名・担当者名を確認し受付者のお名刺�

を頂きますのでお持ちください。受付にてプレスＩＤ・ビブス（スチール、ENGのみ）・プログラム、他資料を�

お渡し致します。�
取材の際は、ＩＤ・ビブスを必ず着用していただきますようお願い致します。�
着用が無い場合は取材エリアへの立ち入りを禁止させて頂きますので予めご了承ください。�
（※大会当日の飛び込み取材は受け付けておりません。）�

�
【受付】 １２月２９日（金）　　　１２時００分～１５時００分　　　　 　　　�

　　　　　１２月３０日（土）　　    ８時００分～９時３０分�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９時００分～１０時００分�

富士市文化会館（ロゼシアター）４階エレベーターホール�

富士山本宮浅間大社前�

富士総合運動公園陸上競技場内�

主催者挨拶　　　　：日本学生陸上競技連合会長 松本 正之�
共催者代表挨拶　：富士宮市長　須藤秀忠�
選手宣誓　　　　　 ：立命館大学主将　加賀山 実里　（全て予定）�

⑥	
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４．大会前日の取材について�

取材できるのは前ページ【2.大会公式日程】の通りです。�

大会事務局の指示に従って取材を行ってください。�

なお、「出場校受付」と「監督会議」は中継社であるフジテレビ以外は取材が出来ません。�

�

≪プレスインタビュー≫�

　　プレスインタビューを下記の出席者で行う予定です。�

　　監督会議で決定したオーダーリストをこちらで配布致します。�
　　２０１６富士山女子駅伝上位３チーム　及び　第３５回全日本大学女子駅伝（杜の都駅伝）の上位５チーム

の監督様にご出席頂きます。�
�

　　＜出席者＞名城大学・大東文化大学・立命館大学・大阪学院大学・関西大学・松山大学 以上６大学 監督のみ�

�

≪開会式≫�

　　取材にあたっては下記の通りプレスエリア（プレス席・カメラエリア）を設けておりますのでご利用ください。�

カメラエリア�
※電源あり。�

プレス席�

ステージ�
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５．大会当日の取材について�

取材可能場所は、事前申請を頂いたスタート、各中継所、フィニッシュの定められたエリア内及びプレス�

ルームとさせていただきます。大会事務局及び競技役員の指示に従い、大会運営並びに競技の妨げに�

ならない様、十分ご配慮をお願い致します。取材の際は、必ずＩＤ・ビブスの着用をお願い致します。�

プレス用輸送車両（スタート→フィニッシュ）�

スタート・各中継所・フィニッシュにプレスエリアを設けております。�
各所のプレスエリアは次ページ以降に記載しておりますのでご確認ください。�
尚、以下の事項にご留意頂きますようお願い致します。�
�
　　１）車道や中央分離帯内、歩道橋上での取材はできません。�

　　２）中継所には走路（道路）が狭い上、歩道等の幅が十分でない箇所もあります。�
　　　 事故のないようにご注意ください。�
　　３）取材エリア内は、中継社であるフジテレビを優先とさせて頂きます。�
　　　 選手への個別取材は、中継社の撮影、インタビュー終了後にお願い致します。�
�
　　※プレスエリア内において、学生新聞・大学広報関係者よりも、一般の報道関係者を�

　　　　優先させていただく場合がございます。�

カメラ車への乗車は、後援新聞社、主催者が指定する雑誌社、大会オフィシャルの３社（３名）と�

させて頂きます。上記でご希望の方は、取材申込書にて申請をお願い致します。�

当日の発着場所・出発時間につきましては、報道受付にて詳細資料をお渡しします。�

ご乗車される本人が必ず確認くださいますよう、お願い致します。�

また車列内を走行するため１位のフィニッシュには間に合いません。�

スチールカメラ専用随行車両（カメラ車）�

プレスの方々へスタート地点（富士山本宮浅間大社）からフィニッシュ地点（富士総合運動公園陸上競技場）�

行きの車両を運行致します。�

乗車希望の方は、取材申込書にて申請をお願い致します。乗車人数は限りがございますので、�

申請の先着順で定員になり次第締め切りとさせていただきます。輸送車両の発着場所・出発時間に�

つきましては、報道受付の際に資料をお渡し致します。�

プレスエリア�
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■スタート地点　　富士山本宮浅間大社前�
�
　　当日は大会関係者や中継社の取材などで、大変な混雑が予想されますので、警察・競技役員・�
　　大会事務局の指示に従って安全に取材を行ってください。�
　　ウォーミングアップ中及びスタート直前の選手への取材はご遠慮ください。�

客　席�

表彰台�フィニッシュライン�

大会�
本部�

インタビュー台�

■フィニッシュ地点　　富士総合運動公園陸上競技場�
　�
　　競技役員・大会事務局の指示に従って安全に取材を行ってください。エリア内の取材は中継社優

先となります。またインフィールドでは中継社、代表社、大会オフィシャル以外は取材ができません
のでご了承ください。優勝チームへの取材は、中継社による優勝インタビュー終了後可能となりま
すが、閉会式が１３時からございますので、閉会式へ支障が無いよう取材を行ってください。�

　　また優勝チームの記者会見は行いません。�
　　閉会式のプレスエリアへは当日大会事務局スタッフがご案内します。�
　　「プレスルーム」では、オーダーシート、リザルト、天候、他　大会情報の配信を致します。�

プレスルーム�

プレスエリア�

■スタート時	 ■選手通過〜２区スタート	

選手	
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選手	

スタート後	
プレスエリアの	

移動がありますので	
ご了承下さい。	

ウォーミング
アップスペース	



〈第３中継所　富士市交流プラザ前〉�

〈第４中継所　富士市クリーンセンターききょう前〉� 〈第５中継所　ジャトコ本社前〉�

〈第６中継所　岡島運輸㈱駐車場前〉�

〈第２中継所　㈱石井鉄工所前〉�

■各中継所�
�
　競技役員・大会事務局の指示に従って安全に取材を行ってください。中継所によっては走路が狭い�
　ところがございますので競技の妨げにならないよう、十分注意してください。カメライントレ前にエリア�
　を設けております。ウォーミングアップ中、スタート直前の選手への取材はご遠慮ください。�
　到着した選手への取材は中継社優先となります。各所ともプレス用の駐車場をご用意しておりません�

　ので予めご了承ください。尚、中継所では報道受付及び記録の配布は行いません。�

プレスエリア	

プレスエリア	

プレスエリア	

プレスエリア	

プレスエリア	

選手	選手	

選手	

選手	

選手	
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フィニッシュ地点｢富士総合運動公園陸上競技場」内にプレスルームを設置します。�
プレスルーム内にはテレビモニター、無線ＬＡＮが設置されますのでご利用ください。�
コピー機、ＦＡＸは大会本部にございますので、お手数ですがご利用の際は�
大会事務局スタッフ（ウエア：緑、パス：赤）へお声掛けください。�
競走の経過及びリザルトの速報、天候情報は、このプレスルームでのみ配布致します。�

また競技終了後は速やかに結果を発表し、リザルトを掲示、配布致します。�
尚、プレスＩＤの無い方はプレスルーム内への入室は出来ません。�
　　※無線ＬＡＮは環境の都合上ＡＤＳＬ回線となり、接続数にも限りがございます。�
　　　 利用される場合は譲り合ってご利用頂きますようご協力をお願い致します。�
�
プレスルーム開設日時：　１２月３０日(土）　９時００分～１６時００分�

●閉会式はレース終了後１３時００分より、｢富士総合運動公園陸上競技場｣で行います。�
　 　※雨天の際は競技場施設内へ移動する事がございます。�
　　　　雨天の場合は当日、プレスルームにてご案内致します。�
�
●大会終了後はビブスの返却を以下の場所までお願い致します。�
　 大会当日（～１６時００分まで）：　プレスルームに設置されている返却ＢＯＸへお戻しください。�

�
　 大会翌日以降：　大会事務局（富士市市役所１F）�
　　　　　　　　　　　※直接ご返却の場合は、１月４日以降にお願いします。�

プレスルーム�

その他�

当大会は、フジテレビ系列の全国生中継となります。�
�
　放送時間：　１２月３０日（土）　９時５５分～１２時４０分　フジテレビ系全国生中継�
�
※タワー分岐映像の使用希望は、フジテレビのスポーツニュース協会までお問い合わせください。�

映像使用について�

〈大会・広報のお問い合わせ〉�
全日本大学女子選抜駅伝競走実行委員会　事務局�

　担当　北村・赤津�

�

住所　 　〒417-8601�
　　　　 　静岡県富士市永田町1-100　富士市役所１F�

ＴＥＬ　　0545-55-2862�

ＦＡＸ　　0545-55-2885�

Mail　　　fujisanekiden@arion.ocn.ne.jp�
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取材者が該当するものに○を付けてください。�
　�

　新聞社／通信社／テレビ／ラジオ／写真記者協会／陸上競技専門誌／県・市・学校広報�

取材者全員の名前を記入の上、該当する箇所を○で囲んでください。�

２０１７全日本大学女子駅伝選抜競走　取材申込書�

社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　媒体名�
�
�
所属・担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名�
�

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ�
�
Email�
�
�
住所�

【送信先】全日本大学女子選抜駅伝競走実行委員会事務局�
ＦＡＸ　　 ０５４５-５５-２８８５　�

E-mail　　fujisanekiden@arion.ocn.ne.jp�

□　　２９日（金）　富士市文化会館 （ロゼシアター）�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
□　　３０日（土）　スタート地点 （富士山本宮浅間大社）�
□　　　　　〃　　　フィニッシュ地点 （富士総合運動公園陸上競技場）�

※　Ｐ＝ペン、Ｓ＝スチールカメラ、ＥＮＧ＝テレビカメラ、ビデオカメラ�

申請日　　　　　月　　　　　　日�

●報道関係者輸送バス：　 乗車を　　□希望する　（　　　　　名）　　　□希望しない�
●カメラ車（ｽﾁｰﾙ専用）：　 乗車を　　□希望する　　　□希望しない�

※カメラ車への乗車は後援新聞社、主催者が指定する雑誌社、大会オフィシャルのみとさせて頂きます。�
　　ご了承ください。�

報道受付（ＩＤ・ビブス受取）をされる場所に☑を入れてください。�

下記の内容で希望される箇所に☑を入れてください。�

締切12月22日（金）�


